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令和８年 

春の小金井市交通安全運動 
 

４月６日（月）～１５日（水）  

 

 

 

 

～世界一の交通安全都市 TOKYO を目指して～  

 

 

 

交通ルールを正しく守りましょう！ 

交通マナーを実践しましょう！ 
 

ゼ ロ
 

 

 

小 金 井 市 

小金井市交通安全推進協議会 
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第１  目   的  

交通安全運動をきっかけに、市民一人ひとりが交通安全に関心を持ち、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践するほか、地域における道路

交通環境の改善に向けた取組に参加するなど、みんなの力で悲惨な交通事

故を防止していくことを目的としています。  

  

第２  スローガン  

世界一の交通安全都市ＴＯＫＹＯを目指して  

 

第３  期   間  

１  令和８年４月６日 (月 )から１５日 (水 )までの１０日間  

２  交通事故死ゼロを目指す日  ４月１０日 (金 ) 

 

第４  主催機関  

 小金井市  

 小金井市交通安全推進協議会  

 警視庁小金井警察署  

 小金井警察署管内交通安全協会  

 関係機関及び団体  

 

第５  運動の重点  

１  通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者の安全確保  

 

２  「ながらスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運転意識の向上  

 

３  自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底  

 

４  二輪車の交通事故防止  
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第６  具体的な推進要領  

1 運動の重点に対する推進要領  

 

⑴   通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者の安全確保  

新学期が始まる 4 月から 6 月にかけて死者、重傷者数が増加傾向。  

交通事故死者数全体を状態別でみると、歩行中の割合が最も高く、高齢

者の割合が約 7 割を占めている。  

歩行者側にも横断歩道外横断等の法令違反が見受けられ、全ての歩行者

に対し、交通事故の実態の周知を図り、正しい道路横断等を実践するよう

促していく必要がある。  

家庭・地域  

では  

○ふだんから交通ルールと正しいマナーについて、話すよう心

がけましょう。  

○外出時には、明るく目立つ服を心掛け、「反射材」を身に付

けて、車の運転者に「自らの存在をアピール」しましょう。 

運転者は  

○交通ルール、正しいマナー、思いやりをもって運転に心がけ

ましょう。  

○横断歩道外横断する歩行者にも注意しましょう。  

職場・学校  

等では  

○職場では、通学路を含めた子供が多く通る場所を確認し、注

意して通行しましょう。  

○学校では、登下校時の危険性について話し合いましょう。  

 

⑵  「ながらスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運転意識の向上  

自動車を運転する「ながらスマホ」が要因となった死亡・重傷事故が増

加傾向にあり、死亡事故の 3 割以上が車両対歩行者の交通事故である。  

飲酒・妨害（あおり）運転等の悪質かつ危険な運転による交通事故が後

をたたない。  

後部座席シートベルトの着用率やチャイルドシートの使用率が低調で

ある。  

家庭・地域  

では  

○「ながらスマホ」の危険性について話し合い、大人が交通ル

ールを守り、お手本となりましょう。  

〇信号を守る、横断歩道を必ず渡るなど、基本的な交通ルール

を守りましょう。  
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運転者は  
〇車両運転中のスマホ等の使用は絶対にやめましょう。  

○飲酒運転は絶対にやめましょう。  

職場・学校  

等では  

○通学路、日頃の通り道等の危険個所を再点検しましょう。  

○アルコール検知器の使用、ハンドルキーパー運動の促進等の

取り組みを推進しましょう。  

 

⑶  自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底  

   ※特定小型原動機付自転車（いわゆる「電動キックボード等」  

自転車乗車中の交通事故死者数は 65 歳以上が約 7 割を占め、浮腫者数

は 15 才歳以上～19 才歳未満の割合が顕著に高い。自転車乗用中の死亡・

負傷事故において自転車運転者の約 4 分の 3 に法令違反が認められる。  

令和 8 年 4 月 1 日から自転車について交通反則通告制度（いわゆる「青

切符」）が導入される。  

特定小型原動機付自転車に関しては、全事故に占める飲酒運転による交

通事故の割合が著しく高いという特徴がある。  

家庭・地域  

では  

○自転車安全利用五則を実践して、交通ルールを遵守しましょ

う。  

○自転車に乗車する時は、乗車用ヘルメットを着用しましょ

う。  

 

自転車安全利用五則  

 

１  車道が原則、左側を通行  

歩道は例外、歩行者を優先  

２  交差点では信号と一時停止を守って、安全確認  

３  夜間はライトを点灯  

４  飲酒運転は禁止  

５  ヘルメットを着用  
 

運転者は  

○自転車も車両です。信号や一時停止の標識を守りましょう。 

○ヘルメットを着用し、販売店等で定期的に点検整備を受け、

損害賠償保険等に加入しましょう。  

○夕暮れ時には、早めにライトを点け、自転車が近づいて来て

いることを、他の車両や歩行者などに知らせましょう。  

○二人乗り、並進、傘差し運転や、スマートフォン、イヤホン

使用等の危険な運転は絶対に止めましょう。  
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職場・学校  

等では  

○自転車通勤・通学する者がいる場合は、自転車を安全に利用

するよう、周知に努めましょう。  

○自転車使用する事業者は、利用者への交通ルール遵守の指導

を徹底しましょう。  

 

 

 

⑷  二輪車の交通事故防止  

令和７年中の都内における二輪車（原動機付自転車を含む）乗車中の死

者数は、全死者数の約 26％を占め、全国の二輪車を当事者とする死者の

構成率を上回る状況です。  

家庭・地域  

では  

○交通事故の責任や命の大切さについて話し合いましょう。  

○二輪車で無謀運転、危険・迷惑行為をしないよう呼びかけま

しょう。  

運転者は  

○カーブの手前や交差点では十分に速度を落とし、車間をしっ

かり空け、心と時間にゆとりを持った安全走行を心がけまし

ょう。  

○ヘルメットの顎ひもをしっかり締め、プロテクターで体を守

りましょう。  

○車の間のすり抜けや無理な追い越しは絶対にやめましょう。 

職場・学校  

等では  

○交通事故の責任や命の大切さについて話し合いましょう。  

○出勤、退勤、業務中の事故発生が特に多くなっており、ゆと

りを持った運転に努めましょう。  

 

 

 

 

 

 

 



 - 6 - 

２  主催機関の推進事項  

主  催  機  関  推     進     事     項  

小金井市  

○計画策定と実施に伴う会議の開催及び関係機関・

団体との連絡調整  

○市報、ホームページ、広報車等の広報媒体を活用

した積極的な広報活動の展開  

〇市内鉄道駅周辺等に「交通安全運動実施中」のの

ぼり旗を設置する等、地域実態に応じた交通安全

普及啓発活動  

警視庁小金井警察署  

○広報啓発活動及び交通安全教育の推進  

○交通街頭活動及び交通違反者の指導取締りの徹底  

○関係機関・団体との連携の強化  

道路管理者  

○交通事故多発路線等における安全対策の推進  

○道路パトロ－ル等による交通安全施設の点検及び

道路交通環境の整備  

○各種交通安全活動の推進と関連行事への積極的な

参加  

関係機関・団体  

○自主的な交通安全活動と各種行事への積極的な参

加  

○職員への周知徹底と飲酒運転根絶、自転車安全利

用等の広報・啓発活動の推進及び自転車用ヘルメ

ットの着用促進  

○トワイライト・オン運動の推進  

小金井警察署管内  

交通安全協会  

○各種行事の開催による交通安全活動の推進  

○会員・関係団体との連携による街頭指導活動の推

進  

○各種広報媒体を活用した積極的な広報活動  

小金井市教育委員会  

○各学校への運動の周知徹底と授業等での交通安全

に対する意識付け  

○安全に道路を通行することに関する日常生活にお

ける保護者から児童に対する安全教育の推進  

○各種広報媒体を活用した保護者への広報・啓発活

動の推進  

○自転車利用者に対するヘルメット着用の促進  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                   


